
厚
生
会
館
地
区
で
整
備
の
検
討

が
進
む
、
平
成
の
公
会
堂
（
多
目

的
ア
リ
ー
ナ
）
と
屋
根
付
き
広
場
、

市
庁
舎
が
一
体
と
な
っ
た
「
シ
テ

ィ
ホ
ー
ル
」。
こ
の
「
シ
テ
ィ
ホ
ー

ル
」
で
ど
ん
な
こ
と
が
で
き
る
か
、

ど
ん
な
こ
と
が
し
た
い
か
、
市
民

か
ら
ア
イ
デ
ア
を
出
し
て
も
ら
お

う
と
二
月
十
七
日
、
ワ
ー
ク
シ
ョ

ッ
プ
が
開
か
れ
ま
し
た
。

集
ま
っ
た
の
は
、
市
内
で
イ
ベ

ン
ト
を
企
画
し
て
い
る
若
者
や
長

岡
青
年
会
議
所
、
中
心
商
店
街
の

関
係
者
な
ど
二
十
人
。「
屋
根
付
き

広
場
を
オ
ー
プ
ン
カ
フ
ェ
に
し
て
、

気
軽
に
食
事
を
楽
し
め
る
空
間
を
」

「
オ
ー
プ
ン
カ
フ
ェ
に
は
、
音
楽

活
動
を
し
て
い
る
市
民
が
出
演
し

て
、
音
楽
も
一
緒
に
楽
し
め
る
と

い
い
」「
市
内
各
地
域
の
特
産
品
の

販
売
ブ
ー
ス
を
設
け
た
ら
」
な
ど
、

楽
し
い
意
見
が
交
わ
さ
れ
ま
し
た
。

中
に
は
「
屋
根
付
き
広
場
で
結
婚

式
を
挙
げ
て
、
大
手
通
り
を
歩
い

て
い
る
人
た
ち
か
ら
も
祝
福
し
て

も
ら
っ
た
ら
」
と
い
う
ユ
ニ
ー
ク

な
ア
イ
デ
ア
も
。

市
で
は
、
今
後
も
市
民
か
ら
の

ア
イ
デ
ア
を
募
り
、
厚
生
会
館
地

区
整
備
の
基
本
設
計
に
反
映
し
て

い
き
ま
す
。

問
ま
ち
な
か
活
性
課


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桐
島
小
学
校
入
学
式

（
和
島
地
域
）

昭
和
四
十
六
年
の
入
学
式
の

様
子
で
す
。
真
新
し
い
制
服
に

身
を
包
ん
だ
新
一
年
生
が
、
体

育
館
に
敷
か
れ
た
ご
ざ
の
上
に

緊
張
気
味
に
正
座
し
て
い
ま
す
。

お
母
さ
ん
た
ち
の
装
い
の
多
く

が
羽
織
姿
で
、
当
時
の
風
俗
が

う
か
が
え
ま
す
。

こ
の
年
の
十
一
月
、
桐
島
小

学
校
で
は
、
校
庭
の
拡
張
工
事

に
着
手
し
ま
す
。
翌
年
二
月
に

は
水
道
を
整
備
す
る
な
ど
、
学

校
環
境
の
改
善
が
進
め
ら
れ
ま

し
た
。
し
か
し
、
こ
の
こ
ろ
か

ら
人
口
流
出
と
少
子
化
が
進
み
、

地
域
に
も
う
一
つ
あ
る
島
田
小

学
校
と
と
も
に
、
児
童
数
は
減

少
し
て
い
き
ま
す
。

旧
和
島
村
で
は
、
子
ど
も
た

ち
に
は
「
人
を
思
い
や
る
心
」

「
お
年
寄
り
を
敬
う
心
」「
人
を

愛
す
る
心
」
を
、
高
齢
者
に
は

「
生
き
る
喜
び
の
醸
成
」
を
合

言
葉
に
、
世
代
を
超
え
て
共

に
育
み
あ
う
「
共
育
」
の
精

神
を
大
切
に
し
て
き
ま
し
た
。

平
成
二
十
一
年
に
は
、
和

島
地
域
の
二
つ
の
小
学
校
は

統
合
に
よ
り
百
年
以
上
の
歴

史
に
幕
を
降
ろ
す
予
定
で
す
。

し
か
し
、
こ
の
「
共
育
」
の

精
神
は
、
統
合
後
の
新
し
い

小
学
校
の
子
ど
も
た
ち
に
も
、

し
っ
か
り
と
受
け
継
が
れ
て

い
く
こ
と
で
し
ょ
う
。

⑩

最
終
回

市政だより 2007.3

集
い
、語
ら
い
、楽
し
む「
市
民
の
広
場
」に

面
白
ア
イ
デ
ア
が
続
々

構造改革会議が意見書を提出

中心市街地構造改革会議（座長・田村巖

長岡商工会議所会頭）は２月５日、行政機

能再配置に関する意見書を市長に提出しま

した。これは、市役所が中心市街地に移転

する際の庁舎の配置について、まちづくり

の観点から同会議が検討を重ね、意見をま

とめたものです。

意見書の要点

は、①市役所庁

舎は、市民と議

会、市民と行政

の交流の場・協

働の場に、②市

役所庁舎は、厚

生会館地区、大

手通中央地区再

開発事業地区、表町地区再開発事業予定地

区に分散して配置を、③駐車場の整備に加

えて効果的な交通政策の検討を、の３点で

す。

「市民が便利になるように考え、まちづ

くりに最も望ましい形を提案しました」と

田村座長。森市長は、「今の時代の新しい考

え方に即した提案をいただきました。今後、

十分に時間をかけて検討していきます」と

応えました。
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自動車で来て、市役所を利用される人には、無料券を発行するなど、十

分に配慮します。

どれくらいの時間を無料とするか。長時間駐車する場合はどうするか。

他市の事例やノウハウを参考に、市民の皆さんのアイデアやご意見を伺い

ながら、検討を進めます。

ポイント２

市役所利用者の駐車料金は無料

市政だより 2007.3

市
役
所
の
中
心
市
街
地
移
転
で
…

ど
う
な
る
？
来
庁
者
駐
車
場

交
通
弱
者
へ
の
配
慮
は
、
市
役
所
移
転
の
大
き
な
理
念
の
ひ
と
つ
。

し
か
し
、
車
を
利
用
す
る
人
の
こ
と
も
し
っ
か
り
考
え
て
い
ま
す
。

現在の本庁舎の駐車場は、平常時で250台分、年度始めなど最も混雑する

時期でも、350台分のスペースで間に合っています。500台というのは、十

分に余裕を見た数字です。

新しい市役所庁舎に併設して、現在のセントラルパークの敷地も含めた

厚生会館地区に、300台分の立

体駐車場を作ります。さらに

再開発事業などで200台分を確

保し、合計500台分の駐車場を

整備します。

ポイント１

駐車台数は500台を確保

現在

350台
移転後

500台

問駐車場について…交通政策課39・2267、39・2270、koutuu＠city.nagaoka.lg.jp
市役所の中心市街地移転全般について…行政管理課39・2208、39・2272

gyoukan＠city.nagaoka.lg.jp

ポイント３

ゆったりスペースでらくらく駐車

駐車しやすい自走式の立体駐車場です

機械式の駐車場によくありがちな、鉄板の床の

「溝」。幅ピッタリにタイヤを収めなければならな

いため、運転が上手な人でも、タイヤの側面やホ

イールをこすったり、ちゃんと入るまで何度も切

り返しをしなければならなかったり。「アレは苦手」

という声が多く聞かれます。

新たに整備する駐車場は、そうした機械式の駐

車場ではなく、自分で運転して、空いているスペ

ースに止める、自走式の立体駐車場とします。

ゆったりスペースで利用者にやさしく

一台一台の駐車スペースは幅を広くとり、ライ

ンも二重に引いて、止めやすくします。駐車場内

の通路も余裕を持たせ、運転に不慣れな人や、車

庫入れが苦手な人でも、らくらく駐車できるよう

な設計にします。

併せて、高齢

者や身障者の人

にも配慮し、段

差をなくし、通

路の幅を広げた

バリアフリーの

駐車スペースも

十分に確保しま

す。

雨や雪の日もカサなしで大丈夫

現在の本庁舎と駐車場の

間は、雨や雪の日にはカサ

が欠かせません。新たに作

る立体駐車場と市庁舎との

間は、屋根の付いた連絡通

路で結ぶ予定です。荒天で

もカサなしで大丈夫です。

▲連絡通路のイメージ

▲駐車スペースのイメージ。Ｕ字形の二
重線で幅広く

13


